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発明の概要

【要約】中性⼦線を⾼効率で集光する中性⼦光学素⼦、これを⽤いた⾼強度の中性⼦
源を得る。
 上流側の開⼝（２１Ａ）（上流側開⼝）の各々と、これに対応する下流側の開⼝
（２２Ａ）（下流側開⼝）の各々との間を通る直線（中性⼦線に対応する図中の破線
Ｎ１~Ｎ５）は、この中性⼦光学素⼦２０の後⽅に設定された集光点Ｆを通るように
構成される。中性⼦減速材（１２）の全⾯から後⽅に拡散して放射される熱中性⼦の
うち、集光点（Ｆ）に向かうもののみが抽出されるため、集光点（Ｆ）における中性
線強度を局所的に⾼めることができる。
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